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●
工
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締
結

　

�

北
和
中
学
校
屋
内
運
動
場
改
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電
気
設
備
）
工
事

　

契
約
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７
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１
３
万
円

条
例
案
件

●�

揖
斐
川
町
議
会
議
員
定
数
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
�

地
方
自
治
法
第
74
条
第
３
項
の
規

定
に
よ
る
条
例
改
正
に
つ
い
て
、

直
接
請
求
議
案
審
査
特
別
委
員
会

に
付
託
の
上
、
継
続
審
査
と
な
り

ま
し
た
。

議
会
だ
よ
り　

臨
時
会

　

５
月
11
日
に
第
４
回
臨
時
会
、
５

月
21
日
に
第
５
回
臨
時
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

承
認
案
件

　

�

専
決
処
分
し
た
事
項
が
報
告
さ
れ

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

●
平
成
23
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

�

（
３
月
30
日
専
決
処
分
）

　

�

財
源
の
振
替
等
に
よ
る
補
正
の
た

め
予
算
額
の
増
減
は
あ
り
ま
せ

ん
。

●�

平
成
23
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算�

（
３
月
30
日
専
決

処
分
）

　

�

財
源
の
振
替
等
に
よ
る
補
正
の
た

め
予
算
額
の
増
減
は
あ
り
ま
せ
ん

●�

揖
斐
川
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例�（
３
月
31
日
専
決
処
分
）

　

�

地
方
税
法
等
が
改
正
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
所
定
の
改
正
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

そ
の
他
の
案
件

●
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　

�

北
和
中
学
校
屋
内
運
動
場
改
築

（
本
体
建
築
）
工
事
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第
７
回
全
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協
議
会

５
月

　

２
日　

第
５
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議
会
運
営
委
員
会

　

11
日　

第
４
回
臨
時
会

　

11
日　

第
８
回
全
員
協
議
会

　

18
日　

第
９
回
全
員
協
議
会

　

21
日　

第
５
回
臨
時
会

　

24
日　

第
６
回
議
会
運
営
委
員
会

議
会
活
動
報
告

第
４
回
臨
時
会

第
５
回
臨
時
会

 

平
成
25
年
度
採
用

揖
斐
郡
消
防
組
合
消
防
機
関
の

�

職
員
募
集
に
つ
い
て

◎
募
集
人
員　

若
干
名

◎
応
募
資
格

　

�

揖
斐
郡
内
に
居
住
す
る
方（
採
用
後
、

居
住
で
も
可
）で
、
高
等
学
校
ま
た

は
、
大
学
な
ど
を
卒
業
し
た
方（
平

成
25
年
３
月
卒
業
見
込
み
可
）で
身

体
強
健
な
方
。
昭
和
62
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
方
。

◎
試
験
日
時
な
ど

　

第
１
次
試
験

　

�

岐
阜
県
市
町
村
職
員
統
一
採
用
試
験

に
よ
り
実
施

　

■
日
時　

９
月
16
日（
日
）

�

８
時
50
分
～

　
■
場
所　

岐
阜
県
立
羽
島
北
高
等
学
校

　
■
内
容　

教
養
試
験
、事
務
適
正
検
査

　
　
　
　
　

お
よ
び
消
防
適
正
検
査

　

第
２
次
試
験

　

■
日
程　

10
月
下
旬

　

※�

日
時
は
未
定
で
す
が
、
決
ま
り
次

第
応
募
者
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

■
場
所　

揖
斐
郡
消
防
組
合
消
防
本
部

　

■
内
容　

�
口
述
、
作
文
試
験
、
体
力

測
定

◎
受
付
期
間

　

７
月
２
日（
月
）～
７
月
31
日（
火
）

　

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く

◎
最
終
合
格
発
表　

11
月
中
旬

◎
採
用　

平
成
25
年
４
月
１
日

◎
申
し
込
み
方
法

　

�

揖
斐
郡
消
防
組
合
消
防
本
部
総
務
課
備

え
付
け
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
、
卒
業
証
明
書（
卒
業
見
込
み

証
明
書
）、
履
歴
書
、
健
康
診
断
書（
各

保
健
所
・
公
的
病
院
）
を
添
え
て
、
揖

斐
郡
消
防
組
合
消
防
本
部
総
務
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
備
考

　

�

第
２
次
試
験
の
体
力
測
定
は
、
消
防
職

員
と
し
て
必
要
な
体
格
、
体
力
の
有
無

に
つ
い
て
測
定
し
ま
す
。

　

�

職
員
と
し
て
採
用
さ
れ
る
と
、
地
方
公

務
員
と
な
り
、
給
料
や
、
そ
の
ほ
か
の

待
遇
に
つ
い
て
は
、
町
役
場
の
職
員
と

ほ
ぼ
同
様
で
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
郡
消
防
組
合
消
防
本
部
総
務
課

　

揖
斐
郡
大
野
町
中
之
元
８
２
４
番
地

　

℡
３
２

－

０
１
１
９
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揖
斐
川
町
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
」

�

か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す

　
「
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
」
は
、
町
内
に

お
住
ま
い
の
知
的
・
発
達
等
の
障
が
い
の

あ
る
方
の
親
の
会
で
す
。

　

年
に
２
～
３
回
、
勉
強
会
や
お
楽
し
み

会
等
を
開
催
し
、
交
流
や
情
報
交
換
を
し

な
が
ら
日
頃
の
ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
、
明

日
か
ら
の
手
が
か
り
に
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
「
平
成
24
年
度
総
会
お
よ
び
お
楽
し
み

会
」
を
次
の
通
り
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

７
月
８
日（
日
）
10
時
30
分
よ
り

■
場
所　

揖
斐
公
民
館

　
　
　
　
（
揖
斐
川
町
三
輪
４
４
３
番
地
）

■
会
費　

年
会
費　

１
０
０
０
円

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

入
会
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
会
場
の

都
合
が
あ
り
ま
す
の
で
７
月
３
日（
火
）

ま
で
に
代
表　

牧
村
光
子
（
℡
２
２

－

５
０
６
７
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【実施期間】
７月１１日（水）～２０日（金）
《スローガン》
　ゆずりあう心で
　　　夏の交通事故防止
【運動の重点】
●居眠り・過労運転の防止
●飲酒運転の根絶
●�全ての座席のシートベルトと
チャイルドシートの正しい着用
の徹底

第62回 社会を明るくする運動
7 月は「社会を明るくする運動」の強調月間です。
～再出発を見まもり、支える社会に～

　62回目を迎えた「社会を明るくする運動」が 7月 1日（日）から 1か月間を強調月間として全国各地で行
われます。犯罪や非行のない明るい社会を築こうとする全国的な運動です。
　今年も、統一標語「犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ」を皆さんに呼びかけながら、
皆さんと一緒に安全で安心して暮らせる「明るい地域づくり」を目指したいと願っています。
　なお、今年も小・中学校の児童・生徒から応募していただいたポスター・標語を下記のとお
り展示させていただきますので是非お出かけください。

7月　4日（水）～ 7月 17日（火）　場所：揖斐川町中央公民館ロビー
7月 18日（水）～ 7月 29日（日）　場所：谷汲サンサンホールロビー

揖斐川町社会を明るくする運動推進委員会　揖斐川町保護司会・更生保護女性会・BBS

募 集 種 目 受 験 資 格 受 付 期 間 試　験　期　日 合 格 発 表

自衛官候補生 18歳以上
27歳未満

男子
8月　1日（水）～
9月 16日（日）

筆記試験　9月 17日（月）　午後
口述試験・身体検査
9月23日（日）～26日（水）のうち1日

合格発表日は試験時
にお知らせします。

2回目 11月予定

女子 8月　1日（水）～
9月　7日（金） 9月23日（日）～26日（水）のうち1日 11月 9日（金）

一般曹候補生 18歳以上
27歳未満の者

8月　1日（水）～
9月　7日（金）

1次
9月 17日（月）　午前
2次（1次合格者のみ）
10月4日（木）～11日（木）のうち1日

1次
　9月 28日（金）
最終
11月　9日（金）

航 空 学 生 高卒（見込含）
21歳未満の者

1次
9月 22日（土）
2次（1次合格者のみ）
10月13日（土）～18日（木）のうち1日
3次（航空要員の 2次合格者のみ）
11月 10日（土）～ 12月 13日（木）

最終合格発表
25年 1月 18日（金）

※受験資格の年齢は各種目とも平成 25年 4月 1日現在です。
※受付期間は、平成 25年 3月高等学校卒業予定者の受付けは、文部科学・厚生労働両省から示された期日以降となります。
※詳しいお問い合せは、「自衛隊岐阜地方協力本部　大垣地域事務所」までお願いします。
【お問い合せ先】大垣市林町 5－18　光和ビル２階　℡０５８４－７３－１１５０

平成24年

夏の交通安全県民運動

自 衛 官 募 集 案 内
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　後期高齢者医療制度の保険証（後期高齢者医療被保険者証）は、揖斐川町に住所を有するすべての 75歳

以上の方と、65歳から74歳の方で一定の障がいがあり後期高齢者医療制度に加入された方に交付されます。

　現在の保険証の有効期限は平成 24年 7月 31日となっていますので、8月 1日からは 7月中にお送りす

る新しい保険証をご使用ください。

　新しい保険証は、現在のうすい青色からうすい緑色に変更になります。

●平成 24 年度の保険料額が決定しました
　保険料は、被保険者全員が等しく負担する「均等割額」と被保険者の所得に応じて負担する「所得割額」

の合計となり、平成 24年度の保険料は平成 23年中の所得を基に個人単位で計算されます。

　5 月末までに岐阜県の後期高齢者医療制度の被保険者になられた方に対して、7月中旬に「後期高齢者医
療保険料額決定通知書」をお送りします。保険料額や納付方法が記載されていますので、ご確認ください。

　【保険料の決まり方】

●保険証（被保険者証）を更新します

《７月３１日まで・うすい青色》 《８月１日から・うすい緑色》

平成24年度の保険料

限度額55万円（年額）
100 円未満切捨て

均等割額

被保険者 1人当たり
40,670円

所得割額

被保険者の所得※ ×
所得割率7.83％

※所得＝総所得金額等－33万円（基礎控除額）

被保険者番号　○○○○○○○○

氏　　　　名　広域　太郎

一部負担金の
割　　　　合　　　○ 割

有  効  期  限　平成２５年７月３１日

後期高齢者医療被保険者証　有効期限
被保険者番号○○○○○○○○　平成２５年７月３１日
住　　　　所　岐阜市柳津町宮東１丁目１番地

氏　　　　名　広域　太郎　　　　　　性　別　男
生 年 月 日　　　　　　　昭和○○年○○月○○日
資格取得年月日　　　　　　　平成○○年○○月○○日
発 効 期 日　　　　　　　平成○○年○○月○○日
交 付 年 月 日　　　　　　　平成２４年　８月　１日
一部負担金の割合　　　　　　○ 割

保 険 者 番 号　　　○○○○○○○○
保 険 者 名　岐阜県後期高齢者医療広域連合

被保険者番号　○○○○○○○○

氏　　　　名　広域　太郎

一部負担金の
割　　　　合　　　○ 割

有  効  期  限　平成２４年７月３１日

後期高齢者医療被保険者証　有効期限
被保険者番号○○○○○○○○　平成２４年７月３１日
住　　　　所　岐阜市柳津町宮東１丁目１番地

氏　　　　名　広域　太郎　　　　　　性　別　男
生 年 月 日　　　　　　　昭和○○年○○月○○日
資格取得年月日　　　　　　　平成○○年○○月○○日
発 効 期 日　　　　　　　平成○○年○○月○○日
交 付 年 月 日　　　　　　　平成○○年○○月○○日
一部負担金の割合　　　　　　○ 割

保 険 者 番 号　　　○○○○○○○○
保 険 者 名　岐阜県後期高齢者医療広域連合

後期高齢者医療制度についてのお知らせ
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●平成 24 年度の保険料の軽減措置について
　①均等割額の軽減

軽減割合 世帯（被保険者および世帯主）の平成23年中の総所得金額等の合計額

9割軽減
「33 万円（基礎控除額）」以下の世帯で、被保険者全員が年金収入 80 万円以下（その他
各種所得がない場合）

8.5 割軽減 「33万円（基礎控除額）」以下の世帯

5割軽減
「33万円（基礎控除額）＋ 24.5 万円×世帯の被保険者数（被保険者である世帯主を除く）」
以下の世帯

2割軽減 「33万円（基礎控除額）＋ 35万円×世帯の被保険者数」以下の世帯

● 均等割額軽減判定時の総所得金額等は、各収入から必要経費や控除額を差し引いた所得金額の合計額になります。
　 �ただし譲渡所得は特別控除前の金額となるほか、事業専従者控除の適用はなく、専従者給与額は事業主の所得に合算
されます。

　 �また、年金所得は年金収入から公的年金等控除額と特別控除15万円（65歳以上の方のみ適用）を差し引いた金額となります。
●軽減判定日は 4月 1日または、資格を取得した日となります。

　②所得割額の軽減
　　�所得割額を負担する方のうち、基礎控除後の総所得金額等が 58万円以下の方は、所得割額が一律 5割
軽減されます。

　③被用者保険※の被扶養者であった方
　　被用者保険※の被扶養者であった方は、所得割額の負担はなく、均等割額が 9割軽減されます。
　　※被用者保険 … �協会けんぽ・健康保険組合・船員保険・共済組合の公的医療保険の総称（国民健康保険・国民健康保

険組合は含まれません。）

●保険料のお支払いが難しいとき
　　�　住民課では、保険料に関する相談を受け付けています。失業や災害などでお支払いが困難な場合はお
早めにご相談ください。

　　�　十分な収入・資産などがあるにもかかわらず保険料を納めない場合には、法律の定めにより滞納処分
が行われることがあります。

●保険料のお支払いを年金から口座振替に変更できます
　　　保険料は、口座振替でのお支払いに切り替えることができます。
　　　口座振替によるお支払いを希望される方は、揖斐川町住民課または各振興事務所にお問い合せください。

【お問い合せ先】
　揖斐川町役場　住　民　課　℡ 22－2111
　谷汲振興事務所　地域振興課　℡ 55－2111
　春日振興事務所　地域振興課　℡ 57－2111
　久瀬振興事務所　地域振興課　℡ 54－2111
　藤橋振興事務所　地域振興課　℡ 52－2111
　坂内振興事務所　地域振興課　℡ 53－2111
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■資　産
①公共資産� 492 万円
②投資等� 46 万円
③流動資産� 19 万円

■負　債� 132 万円

■純資産� 425 万円

■負債
①固定負債� 296 億円
②流動負債� 25 億円
　負債合計� 321 億円

■純資産
純資産合計� 1,029 億円

■資産
①公共資産� 1,193 億円
［学校、道路、橋、その他町の施設など］

②投資等� 112 億円
［基金（特定目的のあるもの）、出資金など］

③流動資産� 45 億円
［現金預金、未収金など］

　揖斐川町では、住民の皆さんに分かりやすく財政状況を情報提供するため、民間企業会計の手法を取り入れ
た「新地方公会計制度」に基づく連結財務書類（4表）を作成しました。
　連結財務書類とは、連結貸借対照表、連結行政コスト計算書、連結純資産変動計算書、連結資金収支計算書
の 4表のことで、町（普通会計、公営事業会計）のみならず、町が設立した第三セクターや加入している一部
事務組合等の財務書類を連結ベースで把握することで、町の全体的な財務実体を見ることができます。連結財
務書類を作成することで、透明性の向上や説明責任が履行されるとともに、資産・債務の適切な管理を行うこ
とが可能となります。

連結の対象となる会計など
普通会計 公営事業会計 一部事務組合、広域連合
一般会計 国民健康保険特別会計 揖斐郡消防組合
谷汲中央診療所特別会計 国民健康保険直診勘定特別会計 西濃環境整備組合
杉原地域土地取得等特別会計 老人保健医療特別会計 大垣衛生施設組合
徳山ダム上流域公有地化特別会計 後期高齢者医療特別会計 岐阜県市町村会館組合
地域情報特別会計 大和簡易水道特別会計 岐阜県市町村職員退職手当組合

永簡易水道特別会計 揖斐広域連合
市場簡易水道特別会計 岐阜県後期高齢者医療広域連合
谷汲簡易水道特別会計 地方三公社
北部簡易水道特別会計 土地開発公社
農業集落排水事業特別会計 第三セクター等
公共下水道事業特別会計 （財）いびがわ
個別排水事業特別会計 （株）サンシャイン春日
上水道事業会計

連結貸借対照表（平成23年3月31日現在）

　連結貸借対照表とは、行政サービスを提供するために必要な道路、橋、学校などの公共資産をどれくらい保有し
ているか、また、その整備のために使われた資金や負債（借金）がどのくらいあるのかを、揖斐川町を中心にした
連結グループ全体で表した財務書類です。

借方〔資金の使途〕
資金を何に使ったか

資産合計� 1,350 億円

住民一人当たりの連結貸借対照表（家計に例えて説明）
（平成23年3月31日現在の住民基本台帳人口 24,224 人で算出）以下同様

借方〔資金の使途〕
資金を何に使ったか

貸方〔資金の調達〕
資金をどこから調達したか

負債純資産合計� 1,350億円

貸方〔資金の調達〕
資金をどこから調達したか

今までに、学校、道路などを
建設するための財源として町
が借金しているお金や、町や
関係団体の職員全員が年度末
に退職したと仮定した場合の
退職金相当額などです。

町が借金しているお金の平成
23年度の返済予定額などです。

学校、道路などを建設するた
めに使った国や県の補助金や
町税などです。

※純資産比率　76.2％
負債・純資産に対する純資産の
割合で、この割合が高いほど財
政が健全であるといえます。

学校、道路などの建設に使
われたお金の総額です。道
路や建物は減価償却をして
います。土地は買ったとき
の価格で計上しています。

出資金や基金などで蓄えて
いるお金です。

現金で持っているもの、必要
時にすぐ現金化できる基金の
ほか、町税などでまだ収納さ
れていないお金です。

①住宅・土地
②定期預金・株式
③普通預金、現金

住宅ローン残高

住宅・土地に対して今ま
で支払ってきたお金。

平成22年度 連結財務書類（4 表）の概要
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連結行政コスト計算書（平成22年4月1日～平成23年3月31日）

連結資金収支計算書（平成22年4月1日～平成23年3月31日）

連結純資産変動計算書（平成22年4月1日～平成23年3月31日）

　連結行政コスト計算書とは、資産形成を除き、人的サービスや社会保障給付サービスなどに 1年間で使った費用
などを、揖斐川町を中心にした連結グループ全体で集計した財務書類です。

　連結資金収支計算書とは、各種の事業を実施するため、1年間に出入りした資金の動きについて、揖斐川町を中
心にした連結グループ全体で表した財務書類です。

　連結純資産変動計算書とは、連結貸借対照表の純資産が１年間でどのように変動したかについて、揖斐川町を中
心にした連結グループ全体で表した財務書類です。

住民一人あたりの連結行政コスト計算書
（平成22年4月1日～平成23年3月31日）

１ 人にかかるコスト 32億円
　　人件費 28億円
　　退職手当引当金繰入等 2億円
　　賞与引当金繰入額 2億円
２ 物にかかるコスト 76億円
　　物件費 32億円
　　維持補修費 1億円
　　減価償却費 43億円
３ 移転支出的なコスト 105 億円
　　社会保障給付 79億円
　　補助金等 24億円
　　他団体への支出額 2億円
４ その他のコスト 8億円
　　支払利息 5億円
　　その他行政コスト等 3億円
経常行政コスト合計 A 221 億円
経常収益 B 64 億円
純経常行政コスト A-B 157 億円

１ 人にかかるコスト 13万円
　　人件費 11万円
　　退職手当引当金繰入等 1万円
　　賞与引当金繰入額 1万円
２ 物にかかるコスト 31万円
　　物件費 13万円
　　維持補修費 0.4 万円
　　減価償却費 18万円
３ 移転支出的なコスト 44万円
　　社会保障給付 33万円
　　補助金等 10万円
　　他団体への支出額 1万円
４ その他のコスト 3万円
　　支払利息 2万円
　　その他行政コスト等 1万円
経常行政コスト合計 A 91 万円
経常収益 B 26 万円
純経常行政コスト A－B 65 万円

期首純資産残高 1,023 億円
純経常行政コスト △ 157 億円
財源調達 163 億円

地方税 34億円
地方交付税 60億円
その他財源 12億円
補助金等 57億円

期末純資産残高 1,029 億円

１ 経常的収支 53億円
２ 公共資産整備収支 △ 18億円
３ 投資・財務的収支 △ 33億円
当期収支 2億円
期首資金残高 41億円
期末資金残高 43億円

経 常 的 収 支： �経常的な行政活動の収支で、「公共資産整備収支」
「投資・財務的収支」に含まれないもの

公共資産整備収支：公共資産の整備にかかる収支

投資・財務的収支：地方債の元金償還、発行額の収支等
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快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

学
生
納
付
特
例
申
請
制
度
の

�

簡
素
化
に
つ
い
て

　

学
生
納
付
特
例
制
度
に
よ
り
、
平
成
23

年
度
に
保
険
料
納
付
を
猶
予
さ
れ
て
い
る

方
で
、
平
成
24
年
度
も
引
き
続
き
在
学
予

定
の
方
へ
、
３
月
下
旬
に
基
礎
年
金
番
号

等
の
印
字
さ
れ
た
ハ
ガ
キ
形
式
の
学
生
納

付
特
例
申
請
書
が
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
一
の
学
校
に
在
学
す
る
場
合
は
、
こ

の
ハ
ガ
キ
に
必
要
最
小
限
の
記
載
事
項
を

記
入
す
る
だ
け
で
申
請
が
で
き
ま
す
。
こ

の
場
合
は
、
在
学
証
明
書
ま
た
は
学
生
証

は
不
要
で
す
。

　

な
お
、
は
じ
め
て
学
生
納
付
特
例
の
申

請
を
す
る
方
は
、
従
来
ど
お
り
在
学
証
明

書
等
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
平
成
24
年
度
は
学
生
納
付
特
例

制
度
を
利
用
せ
ず
、
保
険
料
の
納
付
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
納
付
書
を
送
付
し
ま
す

の
で
、
お
手
数
で
す
が
お
近
く
の
年
金
事

務
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

ご
存
知
で
す
か
？「
学
生
納
付
特
例

制
度
」と「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」

●
学
生
納
付
特
例
制
度

　

20
歳
以
上
の
方
は
、学
生
で
あ
っ
て
も
国

民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
学
生
の
方
は
一
般
的
に
所
得

が
少
な
い
た
め
、
ご
本
人
の
所
得
が
一
定

額
以
下
の
場
合
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
る「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
学
生
は
、
学
校
教
育
法
に

規
定
す
る
大
学（
大
学
院
）、
短
期
大
学
、

高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校

お
よ
び
各
種
学
校（
修
業
年
限
１
年
以
上

で
あ
る
課
程
）、
一
部
の
海
外
大
学
の
日

本
分
校
に
在
学
す
る
方
で
す
。ま
た
夜
間
・

定
時
制
課
程
や
通
信
制
課
程
の
方
も
含
ま

れ
ま
す
の
で
、
ほ
と
ん
ど
の
学
生
の
方
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

　

学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
は
４
月
か

ら
翌
年
３
月
ま
で
と
な
り
ま
す
が
、
次
の

年
度
も
在
学
予
定
で
あ
る
場
合
、
４
月
始

め
に
再
申
請
の
用
紙
が
送
ら
れ
て
き
て
い

ま
す
の
で
、
引
続
き
学
生
で
あ
れ
ば
必
要

事
項
を
記
入
し
て
、
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

●
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　

学
生
で
な
い
30
歳
未
満
の
方
の
場
合
に

は
、
本
人
お
よ
び
配
偶
者
の
所
得
が
一
定

額
以
下
の
場
合
に
、
国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
若
年
者
納
付
猶
予

制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
制
度
の
申
請
を
行
わ
ず
、
保

険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
不
慮

の
事
故
な
ど
に
よ
り
障
害
が
残
っ
た
場
合

に
、
障
害
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
承
認
さ
れ
た
期
間
は
老
齢
基
礎

年
金
を
受
け
取
る
た
め
に
必
要
な
期
間
に

算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に
は
反
映
さ

れ
ま
せ
ん
の
で
、
就
職
な
ど
で
収
入
が
得

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
は
、
将
来
受

け
取
る
年
金
を
増
額
す
る
た
め
、
10
年
以

内
で
あ
れ
ば
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

で
き
る
「
追
納
制
度
」
を
利
用
さ
れ
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

大
垣
年
金
事
務
所

　

℡
０
５
８
４

－

７
８

－

５
１
６
６

　

揖
斐
川
町
役
場
住
民
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１（
内
線
２
１
１
）

 

国
民
健
康
保
険
の
お
知
ら
せ

●
国
民
健
康
保
険
税
を
通
知
し
ま
す

　

平
成
23
年
の
所
得
の
確
定
に
伴
い
、
平

成
24
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
を
７
月
中

旬
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
通
知
が
届
き
ま

し
た
ら
、
納
付
額
な
ど
の
内
容
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

●
「
高
齢
受
給
者
証
」
を
送
付
し
ま
す

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
70
歳

以
上
75
歳
未
満
の
方
に
は
７
月
下
旬
に

「
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
」
を
郵

送
し
ま
す
。
８
月
１
日
以
降
に
医
療
機
関

な
ど
で
受
診
す
る
と
き
は
、
保
険
証
と
新

し
い
高
齢
受
給
者
証
を
窓
口
に
提
示
し
て

く
だ
さ
い
。

※�
平
成
24
年
４
月
か
ら
窓
口
負
担
を
２
割

と
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平

成
24
年
４
月
か
ら
平
成
25
年
３
月
ま
で

の
１
年
間
は
、１
割
に
据
え
置
か
れ
ま
す
。

※�

現
役
並
み
所
得
の
世
帯
の
方
は
、
３
割

の
負
担
と
な
り
ま
す
。

●�

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
」
の
更
新
の
お
知
ら
せ

　

入
院
時
の
限
度
額
適
用
な
ど
を
継
続
し

て
発
行
希
望
さ
れ
た
方
に
は
、
７
月
下
旬

に
郵
送
し
ま
す
。

●�

「
特
定
疾
病
療
養
受
療
証
」
の
更
新
の

お
知
ら
せ

　

人
工
透
析
な
ど
に
よ
る
特
定
疾
病
に
該

当
さ
れ
る
方
で
受
療
証
を
お
持
ち
の
方

も
、
７
月
下
旬
に
新
し
い
受
療
者
証
を
郵

送
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
住
民
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１（
内
線
２
１
５
）

 

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

①
六
合
住
宅　

１
戸

　

・
住
所　

揖
斐
川
町
春
日
六
合

　

・
建
設
年
度　

平
成
12
年
度

　

・
中
層
耐
火
構
造
３
階
建　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　

・
駐
車
場　

２
台

　

・
家
賃　

２
５
５
０
０
円
～

②
そ
ら
む
き
住
宅（
単
身
用
）　

１
戸

　

・
住
所　

揖
斐
川
町
西
津
汲
６
１
９

　

・
建
設
年
度　

平
成
11
年
度

　

・
準
耐
火
構
造
２
階
建　

１
Ｋ

　

・
駐
車
場　

１
台

　

・
家
賃　

１
６
１
０
０
円
～

③
坂
本
住
宅　

１
戸

　

・
住
所　

揖
斐
川
町
坂
内
坂
本

　

・
建
設
年
度　

平
成
８
年
度

　

・
木
造
平
屋
建　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
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・
駐
車
場　

２
台

　

・
家
賃　

２
０
７
０
０
円
～

■
敷
金　

家
賃
の
３
か
月
分

■
入
居
条
件

 

・�

市
町
村
民
税
お
よ
び
こ
れ
に
準
ず
る
納

付
金
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

 

・�

①
③
に
つ
い
て
は
現
在
同
居
、
ま
た
は

同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族（
婚
約
者
含

む
）が
あ
る
こ
と
。

 

・�

家
賃
の
他
に
共
益
費（
上
下
水
の
使
用

料
・
共
用
部
分
の
電
気
料
な
ど
）が
必

要
で
す
。

 

・
所
得
条
件
あ
り

※
詳
し
く
は
窓
口
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間

　

７
月
２
日（
月
）～
７
月
17
日（
火
）

■
入
居
予
定
日　

８
月
下
旬
を
予
定

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
建
設
課　

　

℡
２
２

－

２
１
１
１
（
内
線
３
１
３
）

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

◎
下
水
道
に
接
続
す
る
と
ど
う
な
る
の

　

生
活
雑
排
水
や
し
尿
が
、「
汚
水
」
と

し
て
下
水
道
管
を
流
れ
、
下
水
道
処
理
場

に
集
め
ら
れ
て
浄
化
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
川
や
海
な
ど
の
水
環
境
を

よ
み
が
え
ら
せ
る
働
き
を
し
て
い
ま
す
。

　
「
汚
水
」
が
直
接
下
水
道
管
に
流
れ
る

の
で
、
蚊
や
ハ
エ
の
発
生
を
防
ぎ
、
清
潔

で
快
適
な
生
活
環
境
が
作
ら
れ
ま
す
。

　

揖
斐
川
町
の
環
境
改
善
を
促
進
す
る
た

め
、下
水
道
へ
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

汚
水
処
理
施
設
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

　

公
共
下
水
道
施
設
、
農
業
集
落
排
水
施

設
の
完
成
に
伴
っ
て
各
家
庭
で
も
宅
内
工

事
を
行
い
、
使
用
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
せ
っ
か
く
の
下
水
道
も

ル
ー
ル
を
守
ら
ず
に
使
用
す
る
と
下
水
道

施
設
の
寿
命
を
縮
め
て
し
ま
い
ま
す
。

　

使
用
す
る
皆
さ
ん
の
日
頃
か
ら
の
管
理

や
心
づ
か
い
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
各
家
庭
に
お
け
る
取
り
組
み
事
項（
例
）

■
台
所

 

・
調
理
く
ず
や
食
べ
残
し
は
回
収
す
る
。

 

・
食
用
油
は
、
流
さ
な
い
。

 

・�

食
器
や
鍋
な
ど
の
油
汚
れ
は
、
拭
き

取
っ
て
か
ら
洗
う
。

 

・�

み
そ
汁
な
ど
の
汁
物
は
、
流
さ
な
い
よ

う
に
心
掛
け
る
。

■
洗
濯

 

・�

洗
濯
機
に
は
糸
く
ず
フ
ィ
ル
タ
ー
を
取

り
付
け
る
。

 

・�

洗
濯
は
生
分
解
性
の
高
い
洗
剤
で
無
リ

ン
の
も
の
を
適
量
使
う
。

■
風
呂
場

 

・�

毛
髪
、
ご
み
等
は
回
収
し
、
排
水
口
に

流
さ
な
い
。

■
便
所

 

・�

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
以
外
は
使
用
し
な
い
。

 

・
衛
生
用
品
、
紙
お
む
つ
等
は
流
さ
な
い
。

 

・�

塩
素
系
の
洗
剤
を
使
わ
な
い
よ
う
心
が
け
る
。

■
宅
地
内（
屋
外
マ
ス
）

 

・�

私
マ
ス
か
ら
の
地
表
水
、
地
下
水
、
土

砂
等
の
流
入
を
防
止
す
る
。

 

・
雨
水
の
流
入
を
防
止
す
る
。

 

・
宅
地
内
配
管
の
誤
接
続
を
し
な
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
下
水
道
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１（
内
線
３
３
２
）

 

「
認
知
症
」
を
知
ろ
う
！

　

５
月
21
日（
月
）、
上
ミ
野
サ
ロ
ン
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
約
30
人
で
、
血
圧
測
定
や
こ

れ
か
ら
の
生
活
の
過
ご
し
方
な
ど
を
皆
さ

ん
と
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
い
つ
ま
で
も
住
み
慣

れ
た
土
地
で
生
活
し
た
い
。
隣
の
人
が

困
っ
て
い
た
ら
、
自
分
た
ち
の
で
き
る
こ

と
を
し
て
支
え
に
な
り
た
い
。」「
認
知
症

の
方
に
は
、
家
族
が
い
れ
ば
、
そ
の
家
族

を
見
守
っ
て
い
ま
す
。
何
か
あ
れ
ば
、
応

援
し
ま
す
よ
。」
と
、
と
て
も
心
強
い
会

話
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

地
域
で
支
え
合
う
方
法
は
、日
頃
か
ら

の
、サ
ロ
ン
で
の
食
事
会
や
地
域
で
の
行

事
な
ど
、リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
て
く
だ
さ
る

方
や
、サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
仲
間
た
ち

が
い
て
く
れ
る
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。

実
際
に
災
害
時
に
お
い
て
も
、こ
の
地
域
サ

ロ
ン
の
よ
う
な
活
動
は
と
て
も
大
切
で
す
。

　
「
認
知
症
」
だ
け
で
な
く
、
夏
に
多
い

「
熱
中
症
」
な
ど
、
高
齢
者
は
特
に
体
調

が
悪
く
な
り
や
す
い
で
す
が
、
自
分
で
は

気
が
つ
か
な
い
事
が
多
い
で
す
。
家
族
や

地
域
の
方
々
が
日
頃
か
ら
気
を
付
け
る
こ

と
で
、未
然
に
防
げ
る
こ
と
も
多
い
で
す
。

　

上
ミ
野
サ
ロ
ン
で
は
、何
気
な
い
近
所
付

き
合
い
が
お
互
い
を
元
気
に
し
て
、支
え
あ
っ

て
い
る
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
域
で
見
守
る
サ
ロ
ン
活

動
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
２
３

－

１
３
４
１

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

内
閣
総
理
大
臣
の
書
状
を

�

贈
呈
し
ま
す

　

請
求
期
限
が
２
年
延
長
さ
れ
、
平
成
25

年
３
月
31
日
ま
で
と
な
り
ま
し
た
。

　

先
の
大
戦
に
お
い
て
、
外
地
等（
事
変 ▲ 上ミ野サロンの様子
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地
の
区
域
ま
た
は
戦
地
の
区
域
）に
派
遣

さ
れ
戦
時
衛
生
勤
務
に
従
事
さ
れ
た
、
旧

日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護
婦
お
よ
び
旧
陸

海
軍
従
軍
看
護
婦
の
方（
慰
労
給
付
金
受

給
者
は
除
く
）に
対
し
て
、
そ
の
ご
苦
労

に
報
い
る
た
め
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状

を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
次
の
お
問
い
合
せ
先
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ご
本
人
ま
た
は
ご
家
族
な
ど
か
ら
の
ご

連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

〒
１
０
０

－

８
９
２
６

　

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
２

－

１

－

２

　

総
務
省
大
臣
官
房
総
務
課
管
理
室
業
務
担
当

　

℡
０
３

－

５
２
５
３

－

５
１
８
２（
直
通
）

　

Fax
０
３

－

５
２
５
３

－

５
１
９
０

 

公
益
社
団
法
人

揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

■�

張
替
え
し
た
き
れ
い
な
襖
・
障
子
で
お

盆
を
迎
え
ま
せ
ん
か
！
！

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
障
子
・

襖
ふ
す
ま

の
張
替
え
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
得
意
な
会
員
が
対
応
し
て
お
り
、

大
変
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
是
非

一
度
お
考
え
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
お
部
屋
の

お
掃
除
・
草
取
り
等
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
７
月
の
事
業
お
よ
び
入
会
説
明
会

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
当
セ

ン
タ
ー
の
主
旨
、
目
的
等
を
広
く
皆
さ
ん

に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
と
会
員
募
集
の

た
め
説
明
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
入
会

に
つ
い
て
は
、
揖
斐
川
町
民
で
あ
っ
て
、

60
歳
以
上
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方
、
当
セ

ン
タ
ー
の
主
旨
に
賛
同
し
て
く
だ
さ
る
方

が
条
件
で
す
。
最
近
退
職
さ
れ
た
方
で
、

お
仕
事
を
し
た
い
と
考
え
て
み
え
る
方
も

歓
迎
し
ま
す
。
ご
不
明
な
点
は
事
務
局
ま

で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日　

７
月
２
日（
月
）・
17
日（
火
）

■
時
間　

10
時
開
始（
１
時
間
30
分
程
度
）

■
場
所　

福
祉
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
２
階

【
お
問
い
合
せ
先
】

　
（
公
社
）揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

℡
２
３

－

０
９
０
７

　

平
日（
月
～
金
曜
日
）
８
時
30
分
～
17
時

 

７
月
は
河
川
愛
護
月
間
で
す

　

川
は
、
私
た
ち
の
憩
い
の
場
。
み
ん
な

で
川
を
美
し
く
し
ま
し
ょ
う
。

　

川
に
は
た
く
さ
ん
の
自
然
が
あ
り
ま
す
。

川
の
環
境
保
全
・
再
生
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

堤
防
は
、
私
た
ち
の
生
命
や
財
産
を

守
っ
て
い
ま
す
。
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
川

に
親
し
み
ま
し
ょ
う
。

国
土
交
通
省　

木
曽
川
上
流
河
川
事
務
所

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

　

�h
ttp
://w

w
w
.cb
r.m
lit.g

o
.jp
/

kisojyo/index.htm
l

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

「
ひ
だ
・
み
の 

ま
ち
づ
く
り 

�

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に
つ
い
て

　

岐
阜
県
で
は
、
東
海
環
状
自
動
車
道
、

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
な
ど
の
大
規
模
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
や
本
格
的
な
人
口
減
少
社
会
・

少
子
高
齢
社
会
の
到
来
な
ど
、
本
県
を
取

り
巻
く
環
境
や
課
題
が
大
き
く
変
化
す
る

中
で
の
ま
ち
づ
く
り
戦
略
を
テ
ー
マ
と
し

た
「
ひ
だ
・
み
の 

ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
ま
す
。
参
加
を
ご
希

望
さ
れ
る
方
は
岐
阜
県
都
市
政
策
課
ま
で

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

（�

な
お
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
「
ぎ
ふ

清
流
国
体
・
ぎ
ふ
清
流
大
会
応
援
事
業
」

と
し
て
開
催
す
る
も
の
で
す
。）

【
開
催
日
時
】

　

８
月
２
日（
木
）
13
時
30
分
～
16
時
30
分

【
場
所
】

　

じ
ゅ
う
ろ
く
プ
ラ
ザ 

２
Ｆ
ホ
ー
ル

　
（
岐
阜
市
橋
本
町
１
丁
目
10
番
地
11
）

【
内
容
】

　

基
調
講
演

　
　

竹
内
伝
史 

岐
阜
大
学
名
誉
教
授

　
　

テ
ー
マ
「
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
と

県
土
づ
く
り
」

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
　

テ
ー
マ
「
ひ
だ
・
み
の
」の
ま
ち
づ
く
り

～
国
体
開
催
を
契
機
に
考
え
る
～

■
主
催
者
　
岐
阜
県
、岐
阜
県
都
市
計
画
協
会

■
参
加
費　

無
料

■
定
員　

５
０
０
名

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

岐
阜
県
都
市
建
築
部
都
市
政
策
課

　

地
域
計
画
担
当

　

℡
０
５
８

－

２
７
２

－

８
６
４
８

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

横
山
ダ
ム
で
イ
ベ
ン
ト
が

�

開
催
さ
れ
ま
す

　

７
月
21
日
～
31
日
は
、
森
林
、
湖
や
ダ

ム
に
親
し
み
な
が
ら
、
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
森
と
湖
に

親
し
む
旬
間
」
で
す
。

　

横
山
ダ
ム
で
は
、こ
の
旬
間
に
合
わ
せ
、

７
月
28
日（
土
）
に
、
ダ
ム
や
ダ
ム
湖
に

親
し
ん
で
も
ら
う
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

す
。
ダ
ム
内
の
見
学
や
ダ
ム
建
設
当
時
の

ビ
デ
オ
の
放
映
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

休
日
に
、
ダ
ム
内
を
見
学
で
き
る
数
少

な
い
こ
の
機
会
に
、
横
山
ダ
ム
の
迫
力
を

体
感
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

７
月
28
日（
土
）
10
時
～
15
時

※�

荒
天
な
ど
に
よ
り
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
参
加
費　

無
料

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

木
曽
川
上
流
河
川
事
務
所

　

横
山
ダ
ム
管
理
支
所

　

揖
斐
川
町
東
横
山
１
３
３
０

　

℡
５
２

－

２
２
１
１

▲ 横山ダム
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◇
揖
斐
川
尚
和
園
へ

　

林は
や
し

　

良よ
し

夫お

さ
ん（
北
方
）

　

わ
け
ぎ

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

だ
る
ま
堂
製
菓
㈱（
谷
汲
名
礼
）

　

あ
ら
れ

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　シランは日本産のラン科には珍しく鮮やかな紅紫色の花をつける地生ランです。

　シランは本州（関東以南の外帶）、四国、九州、沖縄、朝鮮半島と中国に分布します。低山帶のやや湿った

草地や林縁などに見られます。時には観賞用として栽培されたものが逸出して野生のように見えます。揖斐

川町の庭先にも栽培されているのをよく見かけます。球茎は大きく扁球形の多肉質で古い球茎とつながって

います。茎の高さは 30～ 70 センチで数個の葉鞘で包まれ、葉は 3～ 5枚が互生し、披針形から長楕円形、

先が尖り、長さ 20～ 30 センチ、巾 2～ 5センチ。5～ 6月には花茎を出して、紅紫色の花を数個まばら

な総状につけます。花は大きく径５センチ、側花弁は平開します。唇弁は倒卵形で内面に 5本の隆起した縦

線があります。花粉塊は 8個。結実は 7～ 9月。

　薬用には球茎を用います。秋に球茎を掘り上げて、残茎、ひげ根を除き、水洗

いし、その後蒸すか数分間熱湯に浸けて、外皮を剥ぎ取り日干しで乾燥します。

生薬名は白
びゃっきゅう

及。

　主要な成分は粘液質のプレテイラグルコマンナンとデンプンです。粘液質には

収斂性止血、消腫、抗菌、皮膚および粘膜保護作用があるので止血、排膿、緩和

薬とされ、肺結核の喀血、吐血などに用います。白及を刻み１日量３～ 10グラ

ムを 400 ミリリットルで煎じ、約半量まで煮詰めて、３回に分け食後に服用し

ます。また創傷、火傷、ひび、あかぎれなどには白及を粉末にしてゴマ油で練り

外用します。

� （岐阜薬科大学名誉教授　水野瑞夫）

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

屋
内
温
水
プ
ー
ル

ゆ
～
み
ん
ぐ
か
ら
の
お
知
ら
せ

☆
７
月
～
８
月
は
無
休
で
営
業
し
ま
す
。

☆�

８
月
６
日（
月
）
～
31
日（
金
）の
平
日

は
営
業
時
間
を
拡
大
し
ま
す
。

　

営
業
時
間　

10
時
～
21
時

★
ゆ
～
み
ん
ぐ
夏
期
水
泳
教
室
生
徒
募
集

◎
教
室
の
期
間　

　

①
７
月
23
日（
月
）～
27
日（
金
）

　
　

全
５
回

　

②
７
月
30
日（
月
）～
８
月
３
日（
金
）

　
　

全
５
回

　

①
、
②
と
も
午
前
中
に
実
施
予
定

■
募
集
人
数　

１
０
０
名

■
対
象　

小
学
生

■
受
講
料　

３
０
０
０
円

■
募
集
期
間
等

　

�

７
月
８
日（
日
）
ま
で
に
ゆ
～
み
ん
ぐ

受
付
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

�

募
集
人
数
を
超
え
た
場
合
は
、
７
月
９

日（
月
）に
抽
選
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

西
濃
環
境
整
備
組
合
屋
内
温
水
プ
ー
ル

　

ゆ
～
み
ん
ぐ

　

℡
３
２

－

４
６
８
２

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
岐
阜
県
難
病
団
体

連
絡
協
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

岐
阜
県
心
臓
病
児
者
の
会
で
は
、
次
の

と
お
り
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

８
月
４
日（
土
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

�

（
受
付　

13
時
～
）

■
場
所　

揖
斐
厚
生
病
院

連
絡
通
路　

２
階　

講
義
室

■
内
容
（
お
と
な
の
心
臓
教
室
）　

　
「
よ
く
み
る
不
整
脈
と
最
新
の
治
療
」

　
　

講
師　

岐
阜
県
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

�

循
環
器
内
科
部
長　

野
田
俊
之

　
「
成
人
の
心
臓
病
の
検
査・治
療
に
つ
い
て
」

　
　

講
師　

揖
斐
厚
生
病
院
院
長

�

塚
本
達
夫

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

岐
阜
県
心
臓
病
児
者
の
会

　

℡
０
５
８

－

３
９
１

－
６
７
１
０

★発売期間★
７月９日（月）～

７月 27 日（金）

サマージャンボ宝くじ
１等・前後賞合わせて
５億円！！

１等は、ぐ～んと増額の
４億円！！

シラン（ラン科）いびがわ　特産品シリーズ

㈶日本宝くじ協会
からのお知らせ
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平成24年度狩猟免許試験案内
１．狩猟免許試験の期日、場所および申請期間

期日 場所 試験の種類 申請期間

7月 14日（土） 高山市千島町 900－1
　飛騨・世界生活文化センター

網猟、わな猟、第 1種銃猟及び第
2種銃猟

6月 12日（火）から
6月 25日（月）まで

8月 11日（土） 美濃加茂市古井町下古井 2610－1
　岐阜県加茂総合庁舎大会議室

網猟、わな猟、第 1種銃猟及び第
2種銃猟

7月　9日（月）から
7月 23日（月）まで

9月 13日（木） 岐阜市藪田南 2－1－1
　岐阜県庁舎大会議室

網猟、わな猟、第 1種銃猟及び第
2種銃猟

8月 16日（木）から
8月 29日（水）まで

11月　8日（木） 恵那市長島町正家後田 1067－71
　岐阜県恵那総合庁舎大会議室 わな猟 10月 12日（金）から

10月 25日（木）まで

２．免許試験の日程
受付 9時～9時 30分
知識試験 9時 45分～11時 15分
適性試験・技能試験 13時～17時

３．申請手続
　（1）申請書類
　　　揖斐事務所環境課で配布する狩猟免許申請書 1通に次の書類を添えて申請してください。
　　　イ．�鳥獣の保護および狩猟の適正化に関する法律第 40条第 2号から第 4号までに該当するかしないかについての医

師の診断書 1通。（申請者が、銃砲刀剣類所持等取締法第 4条第 1項第 1号の規定による許可を現に受けている
場合は、当該診断書または、当該許可に係る許可書の写しを添付してください。）

　　　ロ．写真 1 枚　�申請前6か月以内に撮影した無帽、正面、上三分身、無背景の縦の長さ3.0㎝、横の長さ2.4㎝の写真で、
その裏面に氏名および撮影年月日を記載してください。

　　　ハ．住民票1通　�網猟、わな猟、第 1種銃猟及び第 2種銃猟のいずれかの狩猟免許を受け、その有効期間内に他種の
狩猟免許を受けようとする者は不要です。また、本籍の記載は必要ありません。

　　　ニ．返信用封筒　�長形 3号。申請者の住所、氏名および郵便番号を明記し、80円分の郵便切手を貼り付けてください。
　（2）手数料
　　　申請書に次に掲げる額の岐阜県収入証紙を貼り付けてください。（消印はしないでください。）
　　　イ．5,200 円　ロおよびハ以外の新規受験者
　　　ロ．3,900 円　�網猟、わな猟、第１種銃猟及び第２種銃猟のいずれかの狩猟免許を受け、その有効期間内に他種の狩

猟免許を受けようとする者
　　　ハ．3,900 円　過去に免許を取得している未更新者
　（3）申請書類の提出先
　　　原則として揖斐事務所環境課へ提出してください。
　（4）�申請書類を郵送する場合は、書留または簡易書留郵便とし、封筒の表に「狩猟免許（試験）申請書在中」と朱書してく

ださい。
　（5）申請書類の受理後、免許試験を受けようとする種類および場所の変更はできません。
　（6）申請書類の受理後、原則として手数料の返還はしません。

４．未更新者の更新
　鳥獣の保護および狩猟の適正化に関する法律第 49号第 2号に規定する狩猟免許の更新を受けることができなかった者は
同号の事由が終了した日から起算して 1か月以内に未更新事由書（揖斐事務所で配布するもの）を添えて振興局へ申請書を提
出してください。

５．試験結果の提供
　平成 24年度狩猟免許試験については、次のとおり試験の結果を受験者に提供します。
　（1）提供する試験結果　知識試験の得点および技能試験の減点
　（2）提 供 期 間　合否発表の日の翌日から 1か月間
　（3）提 供 す る 場 所　個人情報総合窓口（岐阜県庁 2階 ℡ 058－272－1138）および揖斐事務所環境課で提供します。
　（4）提供を受けるために必要な書類等　受験票および運転免許証等の身分証明書

６．お問い合せ先
　免許試験に関するお問い合せは、西濃総合庁舎揖斐事務所環境課または、岐阜県環境生活部清流の国ぎふづくり推進課で
受け付けています。
　揖斐事務所環境課 ℡ 23－1111　岐阜県環境生活部清流の国ぎふづくり推進課 ℡ 058－272－1111
※狩猟免許取得補助金について
　今年度、揖斐川町では狩猟免許取得者に対し、免許試験手数料の 2分の 1を補助します。
　希望される方は、試験手数料に係る領収証等を持参のうえ、揖斐川町役場農林振興課までお申し込みください。
【お問い合せ先】揖斐川町役場農林振興課 ℡ 22－2111（内線 362）

注意！　原則として鳥獣の捕獲は、規則により町の許可が必要
になる場合があります。
詳しくは揖斐川町役場 農林振興課へお問い合せください。


